
ふれあいトーク記録書 （ オンライン意見交換会 ） 

開催日時： 令和 3年 11 月 19 日（金） 午後７時 ～ 午後９時 

場 所 ： Zoom でのオンライン意見交換会 

参加人数： 市民：20 人 議員 15 名 

次 第 ： １．開会挨拶 議長 伊藤隆信                    

２．グループトーク１、グループトーク２、グループトーク３       

３．まとめ（各グループトーク内容発表）                

４．閉会挨拶 副議長 鬼頭博和 

 

 

項目 参加者の意見・質問 議会の応答 

グループトーク１ 

道路・交通関連について 

  

バス路線の拡充について ・名鉄犬山線を利用している。犬山線が止まっ

てしまった際の代替え輸送の確保が必要では

ないか。 

・犬山線と並行して県道 63 号線（名草線）があ

る。名草線のバス路線があれば、名鉄犬山線の

代替えとなるのではないか。 

・大雨や台風時、人身事故で不通となった際、

岩倉市民の帰宅の足の確保を市としてできな

いか。 

・上小田井駅までは地下鉄などの経路で来るこ

・県道 63 号線（名草線）のバス路線は、収益が見込めな

いと思われるのでバス会社の運行は困難。 

・代替え輸送は仕組みとしてはあるが、有事の際、電車

に代わる規模の代替えのバスが、十分に用意できないと

思われる。 

・市としては、帰宅困難者のことを現状、施策として持

ち合わせていない。 

・鉄道会社へ風水害対策や、人身事故防止対策を強化し

ていただく要望をしていくことが良いのではないか。 

 



とが可能だが、そこから岩倉までが、名鉄犬山

線のみである。別の公共交通機関の手段がな

い。 

コミュニティバスの乗り入

れ 

・岩倉市の財政では、コミュニティバスの運行

は困難であることから、近隣市町（一宮市、小

牧市）のコミュニティバスの乗り入れを実現で

きないか。 

・一宮市のコミュニティバスは石仏近くまでき

ているので、岩倉まで来てくれれば便利であ

る。 

・豊山町のコミュニティバスは愛知県庁（名古屋市）ま

で乗り入れしている。 

・一宮市や小牧市のコミュニティバスは、それぞれの市

の税金でそれぞれの市民のために走らせているので、岩

倉市民のためにということで岩倉市に乗り入れてもらう

のは難しいと思う。だが、岩倉市からの提案として岩倉

駅や石仏駅などにバス停を作ることにすれば、一宮市、

小牧市の市民にとっても利便性があがるので、両市も協

議に値する内容だと思う。もちろん岩倉市として運営費

用の一部負担は必要である。 

岩倉の市街地の歩道は段差

が大きい 

・市内の歩道の段差が全体的に激しい。なぜ段

差をつけているのか。高齢者に危険では。 

・岩倉市は非常にコンパクトな市だけに自転車

で移動しやすい。しかし歩道を自転車で走ると

危険な箇所が多々ある。 

・本来、自転車は車道を走るべきだが、岩倉市

内の車道は細すぎて車道を走ることができず

（渋滞が起きる）、歩道を自転車で走らざるを

得ない。 

・新柳通りの歩道の中央の木は、かなり危険。

移設などは考えられないのか 

・歩道の段差は排水のために必要であるが、極力段差を

つけないほうがよいと考える。 

・岩倉市内の車道の状況から自転車専用の走行帯を設け

るのは物理的に困難である。 

・通学路の速度規制に関しては近隣市町でも実施してい

るゾーン 30 を議員からも提案しているが、公安が実施を

なかなかしない。 

・区の住民の方々の多くの意見をまとめれば、また動き

が違ってくると思われる。 

・通学路を表示する看板は市の判断で可能であるので、

そういった掲示も有効かと思う。 



・通学路の速度制限が必要と感じる。区からの

要望書で協働安全課へ提出しその後、警察署へ

伝えてもらったが何の進展もない。市では規制

はかけられないのか。 

 

グループトーク２ 

議会、議員、市役所の役割 

 

・岩倉市自治基本条例について勉強した。その

中で議会、議員、市役所、市民それぞれの役割

について疑問に思ったので、テーマにあげた。 

・それぞれの、役割について話していくと堅苦

しくなるので、思ったことを率直に述べてはど

うか。 

・議会の傍聴や意見交換会について一般市民に

参加を促すような取組は行われているのか。例

えば、議会の開催時間を夜間や休日に行うこと

など検討されたのか。 

 

 

 

 

 

 

 

・議会の中で傍聴者を増やすための議論は何度か行って

きた。傍聴規則を見直し、記名の廃止を行った。また、

写真撮影やビデオ録画についても可能にし、傍聴しやす

い環境を整えている。 

・夜間や休日の開催は効果が上がっていることはあまり

聞いていない。それよりも内容の分かりやすさなど検討

したほうが良いと思う。市役所が発信する「ほっと情報

メール」を通して、何日に議案質疑や、委員会、一般質

問が行われているか、細かくお知らせしている。 

・全国では、休日議会は約 20 議会、夜間議会は約３議会

で行われている。夜間は開催時間が３時間程度なので、

開催に制約がかかってしまう。ルール作りが難しい。一

般質問を夜間に行うと参加しやすい事例もある。職員に 



  

 

 

 

 

 

 

・定例会の会期を長くして、その中でポイント

を絞って会議を開催することはできないのか。 

 

 

 

 

・自治基本条例の中の議会の役割はどのよう

か。 

 

 

 

・自治基本条例の第 12 条に住民投票条例につ

いて書かれているが、最近では議会で住民投票

について議論がされておらず、おざなりになっ

ている。しっかり議論するべきではないか。 

 

 

 

対して負担をかけるというデメリットもある。 

・本会議や委員会はユーチューブでいつでも見られるよ

うにしている。全てを見ようとすると、長い時間見るこ

とになるので大変である。字幕を入れるなどの要望を、

議会サポーターの方から受けている。今後の検討課題で

ある。まずは、興味の持てる部分から見て頂くしかない。 

 

・会期を長くすると、終了後に内容を編集するため、議

会だよりの発行が遅れてしまう。また、採決をした後、

執行するまで時間がかかってしまい、行政サービスに遅

れがでる事も考えられる。現状は今の会期期間で目一杯

である。 

 

・議会の役割としては、執行機関の監視、政策提言等を

することや、予算などの議決をするなどの役割がある。

簡単に言うと執行機関に仕事をしてもらう機関である。

議会として新しいことを提案することもいいが、見直す

べき所もセットで提案するべきである。 

・住民投票条例については過去に議論した経緯がある。

外国人の自治に対する市民参加をどうするのかといった

所で止まっている状況である。議会として積極的に取り

組むべきであると考える。 

・これまで、執行機関から住民投票条例に関する提案は

なかった。提案されれば議会としてしっかり審議する。 

・議会からも条例の提案をすることはできる。議会の中



・市民の役割としては、何をすればよいのか。 

・議会サポーターをしており、議会に参加でき

ないときは、議会のユーチューブを見ている

が、見続けることは難しい部分もある。議会だ

よりは、議会の内容をコンパクトにまとめてあ

るので、大変わかりやすく作られていると思

う。また、市議会サポーターは、市民であれば、

誰でもなることができるので、参加できれば議

会についてもっと知ることができる。 

 

・今年度、愛知県に対する意見書は、どのよう

なものを出されたのか。 

 

 

・議員のやりがいについてお聞きしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で意見がまとまれば提案することは可能であると考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉医療制度の拡充についての意見書は、全会一致で

提出している。また、あいちトリエンナーレの存続を求

める意見書や私学助成の拡充に関する意見書等も提出し

た。 

・今年度は、監査委員をしている。大変な仕事だがとて

もやりがいのある内容である。今年は２件の住民監査請

求が出されたので、忙しかった。議員として議案を審査

するが、住民にとってどのような影響が出るのかしっか

り考える必要がある。 

・自分の提案した事業が実行された時は、とても嬉しい。 

・大山寺駅にトイレが無かった時、何度か一般質問で取

り上げ、トイレを設置できた時は大変嬉しかった。 

・子どもたちが笑顔になることが大変嬉しい。大人も子

どもも楽しめることを行政にやって頂けるよう後押しし

ていきたい。 



 

 

 

・若い人、特に小中高校生が政治に興味を持っ

てもらうには、どうしたらよいか。議会で検討

している事はあるか。 

 

 

・行政区の数に比べて議員の数は半数程度であ

る。このギャップを埋めるため何か行っている

事はあるか。また、県に対する意見書はどのよ

うなものがあるか。 

 

・（問）市民プラザや支援センターでのやりがい

は。 

・（答）色々な団体の方と関われるので、とても

勉強になる。市民プラザの活動や、どんな機能

があるのか、まだまだ市民に知られていないこ

とも多いので、もっと情報発信しなければいけ

ない。 

 

・議会の傍聴者数に大きな増減はあるのか。 

・市民からの要望を市に届け、それが実現できた時。ま

た、そのことを市民の方にお伝えして、とても喜んで頂

いた時はとても嬉しい。 

・先日、静岡県湖西市と意見交換を行った際、高校生に

対して議会が出前授業、意見交換会を行っていることを

お聞きした。岩倉市でも取組めるよう今後進めていきた

い。議会ホームページでは、子ども向けのページを作成

中である。 

・議員の出ていない行政区に対し約４年間をかけて、行

政区との意見交換会を行った。行政区より様々なご意見

を頂き、執行機関に要望を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大きな変化はない。あまり増えていないのが現状であ

る。 



グループトーク３ 

その他 

・先の衆議院選挙で、施設を利用されている要

介護２、車いす生活、独居の男性の方が、投票

したいと思ったが、投票に行けなかった。私も、

できる方法がないかと、選管に尋ねたが制度上

出来ないとのことだった。軽度の方も郵便投票

できる方法は無いか。 

 

・コロナの影響で、市民活動が制限されたが、

コロナ後の活動をどうするか、気にしている。

議員は、コロナの影響をどう考えているか。 

 

 

・桜並木保存会、ミズベリングなどの外での活

動には、コロナの影響なく活動ができた。 

・岩倉市は、生涯学習センター、市民プラザな

ど、感染対策を取りながらサークル活動ができ

た。市民音楽祭などの大きな催しはできなかっ

たが、ありがたかった。北名古屋市などの他の

町では、施設が閉鎖されてできなかったところ

もあったと聞いている。 

・岩倉の魅力・強みと弱みについて、議員にお

聞きしたい。 

・介護度の重い人、施設に入っている人は、不在者投票

ができるが、限定されている。切実な話なので、なんと

か出来る方策を、選管と話しあって方策を考えていきた

い。 

・岩倉には、30 近くの高齢者施設があるが、私自身、何

件か尋ねて聞いてみたが、無いところもあったが、一人、

二人そういう方がいる施設もあった。 

・コロナの終息が見えてきているが、物価が高騰しかけ

ていることを心配している。米価も、下がり続けている。 

・コロナの影響で飲食店が大きな打撃を受け消費が下が

っている。これから回復していくと思うが、景気が良く

なるか悪くなるか心配である。 

・市民活動が制約されたと思うが、どうか。 

 

 

 

 

 

 

 

・小さいながら、フットワークの良さが強みである。議

会改革度ランキングの市民参加部門では、全国で一番で



 ・岩倉市は、結束力がすごくあると思う。 

・小さいけれど、それなりにまとまっている。

非常にいいまちだと思う。大きいまちだと、隅

から隅までまとまるのは難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・財政面のことを考えている。やりたい事は、

沢山あっても、そのためには、金を稼がなくて

は、ならない。昼間の人口は、２割ぐらい出て

いく、入って来る事を考えなければならない。

工業団地も、その一つであるが、数年先のこと

である。 

 

・年金受給者、高齢者が多い。高齢者の方が、

お金を使う方法を考えるべきと思う。話は変わ

るが、市民プラザの印刷機を、二色刷りから全

色カラーに変えてほしい。 

 

 

ある。コロナ前には、全国からの視察が 50 を超えた年も

ある。決めたら、すぐ行動に移せる。意思の疎通が早い

など、考えた事をより早く実現できることが強みである。 

・弱みは、大きいことが一気にできない。様子を見なが

ら、安全策を取らざるを得ないところがある。これから

は、慎重かつ大胆に市民活動、行政運営を考えていく必

要がある。 

・私は、趣味で七宝焼のサークルに入っている。約一年

ぶりの開催となったが、皆さん、コロナで多くのストレ

スを抱えていたことを、話すなかで強く感じた。このま

まコロナが終息することを、願わずにはいられない。 

 

・前半のトークのなかで、岩倉市の弱みとして、大きな

事ができないと言われたが、折り紙で作った鯉のぼりで

ギネス世界記録に挑戦したり、市民ミュージカルをフル

オーケストラでやるなど、小さな町だが、大きな事も出

来ると思う。 

・困っていること、何とかしてほしいことなどあるか。 

 

・私は、拡大コピーに感動している。カラーでしかも、

フルカラーで出来る。県のある施設では、白黒しか出来

ない。 

・昼間の人口が、少ないといわれたが、町の中を歩いて

いる人もかなり多いと思う。石仏駅を降りる人も多い。

調べたら昼間の人口も増えているのではないか 



・高齢者が元気なのが岩倉市だと思う。新しい

コミュニティを作って、元気で楽しもうという

方が多いと思う。 

 

 

・最近、幼児連れのお母さんもけっこう歩いて

いる。岩倉も捨てたもんではないと思う。 

・市の政策として、若い家族むけのメッセージ

になるものはあるのか。 

・市外からの人に、心に届く情報発信が必要で

ある。岩倉市は、交通の便、コンパクト、駅の

そばに施設があるなど、立地条件がよい。“いわ

くらしやすい”のキャンペーンもやっている

が、若い人は、ネット、口コミで調べるので、

届くような形で、政策を打ってもらいたい。 

・人口減少の中、人口を維持していることは、

市は良くやっていると思う。 

・岩倉市と同じぐらいの大きさの台東区に住ん

でいたが、上野や浅草という目玉があった。岩

倉市にも、そういうものがあれば起爆剤になる

と思う。一つ挙げれば、歴史的なものがあると

思う。山車も、その一つだと思う。 

・いろいろな話が、聞けて楽しかった。 

・今回、どんな話が、聞けるかと楽しみに初め

て参加した。70 数年住んでいるが。気づかなか

・私は、小さいから大きい事が出来ないとは考えていな

い。以前には、宇崎竜童の野外コンサートもやったこと

もある。市民の力を合わせて、大きな事が出来た。市民

と行政機関が力を合わせれば大きな事もできる。 

 

・岩倉には、いい保育がある、子育て支援センターも沢

山の人が利用している。さくらの家も三世代集まれるよ

うになっている。戸建て住宅も沢山出来ている。子育て

しやすい町として、若い人も増えていると思う。 

 



ったこともあって、有意義だった。 

初めて参加された方からの

意見 

 

・色々な意見や、自分とは違う意見を聞くこと

ができて良かった。今後も続けたい。 

 

 


